
総務部 管財契約課 庁舎整備室

令和８年２月1６日 （月 ）
議員全員協議会資料

新庁舎整備に関する進捗状況について
～ 市民の暮らしを守る防災拠点整備の推進のために ～

＜報告内容＞

東庁舎のあり方に関する市民ワークショップ等について
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市民ワークショップ開催概要

• 市民ワークショップ開催の趣旨について （資料１） ＜庁舎整備室＞

• アイスブレイク ＜市長＞

参加者による自己紹介（名札作成・東庁舎についての思い出など）

• グループワーク【その１】 ＜市長＞

テーマ ： 「東庁舎がある時 ・ ない時」 それぞれ考えてみよう！

• 庁舎の現地見学 ＜庁舎整備室＞

東庁舎！今後どうする？！市民ワークショップ開催概要

令和８年２月１５日（日）10時～１２時

場所：東庁舎３階大会議室

（第１部）

• 市民アンケート結果と東庁舎のあり方に関する検証について （資料２） ＜庁舎整備室＞

• グループワーク【その２】 ＜市長＞

テーマ ： 「新たな気づき」 と 「視点の変化」
① グループワーク【その１】の成果報告（情報共有）と意見交流
② ワークテーマ「あなたが市長だったら、東庁舎！今後どうする？！」

• グループワーク【その３】 ＜市長＞

テーマ：「東庁舎の今後のあり方にかかわらず新庁舎や周辺整備について期待すること」
① グループワーク【その１】【その２】の成果報告（情報共有）と意見交流
② ワークテーマ「市民が誇れる庁舎とは？」

～東庁舎周辺エリアの視点から考える市民の「利便性」と「未来志向」～

（第２部）

【休憩（ 資料２ 配布 ）】
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市民ワークショップ

東庁舎！今後どうする？！

令和８年（２０２６年）２月１５日（日）
＜作成＞湖南市 総務部 管財契約課 庁舎整備室

- 3 -



【東庁舎のあり方】
市民ワークショップ開催の趣旨について

＜資料１＞
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新庁舎整備の経過

●新庁舎新築建替え方針決定までの経緯

市民アンケート
令和6年4月16日～5月10日

タウンミーティング
令和6年７月～８月

ワークショップ（50歳未満）
令和6年12月

R4  東庁舎耐震診断（３次）

IS値0.22

倒壊または崩壊する危険性が高い

参考：H27耐震診断（２次） IS値0.52

＜令和７年３月議会＞

議
会
と
の
対
話

＜ R5～R6 庁舎整備基本計画策定 ＞

＜令和２年６月＞

＜令和６年度（昨年度）まで＞

新築建替えに方針表明
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市HP公開先

湖南市庁舎整備基本計画について

湖南市庁舎整備基本計画
＜令和７年３月策定＞

• 東庁舎の現状と課題

基本計画（目次抜粋）

• 東庁舎周辺整備基本計画

• 基本計画検討における方向性の整理

• 庁舎周辺整備の基本的な考え方

• 各施設の将来像（東西庁舎周辺）

• 西庁舎周辺整備の検討

将来の旧庁舎のあり方
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将来の旧庁舎のあり方の検討について①

湖南市庁舎整備基本計画＜令和７年３月策定＞ P44抜粋

• 東庁舎は、これまで行政機能の中心として市民の日常生活
を支えてきました。また、シンボリックな外観で森北公園や
甲西文化ホール、甲西図書館などと一体となった景観を形
成してきました。

• 東庁舎はこうして市民に親しまれてきた建築物であること
から、新庁舎整備後、別の形で建物を活用していくことに
ついて検討します。

• なお、検討にあたっては、活用することとなった場合の費用
対効果を分析し、市民の意見を聴きながら進めていきます。

（５） 将来の旧庁舎のあり方

① 将来の旧庁舎のあり方の検討について
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② 将来の旧庁舎のあり方（案）

将来の旧庁舎のあり方の検討について②
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【新庁舎整備スケジュール】　令和７年12月18日議員全員協議会資料

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

基本工程

市民

職員

基本工程

甲西文化ホール

森北公園

甲西図書館

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度）

議会
（委員会）

行
政
機
能
ゾ
ー
ン

（
新
庁
舎
整
備

）

憩
い
文
化
ゾ
ー
ン

作業項目

国土交通省主催

サウンディング

プラットフォーム

活用
＜事業発案の検討＞

意
見
聴
取

6/20、22

タウンミーティング

（甲西文化ホール、森

北公園、甲西図書館）

8/25＿庁舎位置決定

現東庁舎南側駐車場

議会

予算（案）提出

（工事費等）

議会

9/2＿意見照会（議場等）

契約締結（工事等）議決

議会

経過説明

基本構想 基本設計・実施設計・改修工事（令和９年度まで）

実施設計・ 改修工事・付帯工事（令和11年度まで）基本計画・基本設計

基本設計 実施設計 業者選定 改修工事（令和９年12月頃まで）

経過説明 経過説明

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

市
長
表
明

全
協

8/19＿選定の視点

全
協

委
員
会

委
員
会

6/18＿

課題整理

委
員
会

7/30＿

選定の視点

全
協

9/11＿コンセプト提案

9/18＿コンセプト提案

議会 議会

募集期間

11/1（土）～11/21（金）

「新庁舎市民交流スペース・新

庁舎前広場の利活用調査」

・ 新庁舎位置選定

・ 新庁舎整備コンセプト公表
実施設計

CM業務

業者選定

大臣認定（免震構造性能評価）／建築確認申請

工事費見積
予算（案）提出

（６月議会）

1月中頃まで 構造設計の確定

景観

審議会
遺跡調査

東庁舎周辺整備事業連絡会議（文化スポーツ課、都市政策課、図書館、財政課、庁舎整備室）

10/10キックオフ

入札
議会

契約（案）提出
（12月議会）

工事着工

契
約

全
協

12/18＿

経過説明

6/20，22＿

タウンミーティング

意
見
聴
取
（職
員
）

オフィスレイアウト

調整会議

サウンディング

個別協議

※R8以降も適宜実施

意
見
聴
取
（市
民
）

9/5＿

アフタータウン

ミーティング

市
民
説
明
会

実施設計策定後に開催

実施設計

業者選定

オフィスレイアウト

調整会議

＜全体会議＞

＋

１階窓口部会、建設経済部会、働き方改革推進部会

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２月中旬頃開催

「現東庁舎のあり方

について」

※市民アンケート調

査も併用

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

長期
スケジュール

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

令和１１年度

上半期 下半期 上半期 下半期

令和１２年度

実施設計 確認申請

新庁舎建設工事
移

転

【外構】実施設計（見直し）

外構工事等業者

選定
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新庁舎整備の経過

●市民ワークショップ（2/15）までの経緯

新庁舎位置の方針表明

議
会
と
の
対
話

新庁舎位置に関する課題整理

＜令和７年度（今年度）以降＞

新庁舎位置選定の視点

＜令和７年６月＞

＜令和７年７月＞

新庁舎位置（現南側駐車場）

新庁舎 ● 現東庁舎

甲西文化
ホール

＜令和７年９月議会＞

市民意見
の聴取

市民アンケート ＆ 市民企画型ワークショップ【市長ゲスト参加】
「新庁舎市民交流スペース・新庁舎前広場の利活用調査」

＜令和７年11月＞

森北公園

甲西図書館

●

議会
との対話 新庁舎整備コンセプトの発表 ※次ページから参考資料あり

＜令和７年９月＞
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新庁舎整備コンセプト
＜参考資料＞
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若い世代が、東庁舎をまちづくり
の中心拠点として「湖南市の未来」を
描いた意見を実現するため、新庁舎
のコンセプトを提案します。

・全ての人に利用しやすい（気軽に立ち寄りやすい・ずっといれる）場所
・用がなくても訪れようと思える場所 、気軽に相談に来れる庁舎
・カフェみたいな所があると嬉しい
・学生が自習できる
・中高生が集まることのできるスペースがあるとよい
・若い世代と近い職員さんがいてくれる、ディスカッションができる庁舎
・湖南市の企業と市民をつなぐ場所
・高校生が電車の待ち時間に立ち寄ろうと思える居場所づくり
・アクセスしやすい機能的な庁舎
・広場でだれでもイベントできる、テナントスペースでイベントがしたい
・子どもに優しい設備、子どもに目が届くフロアが良い
・子どもや子育て世代の親が集まれる場所になってほしい
・フリーで利用できるスペースがある
・市役所内で色んなイベントが行えるフリースペース
・フレキシブルな内装配置、使い方

―  共通 ―

・イベント開催（マルシェ、祭り）
・イベント時の雨天対策として、
大屋根をつくってほしい
・屋台村
・川沿いをライトアップ
・いろんな形のベンチ
・噴水がほしい
・電源が引けるようにしてほしい
・川べりに下りて散歩できるように
・駐車場を広くしてほしい
・企業支援お試し出店

―  森北公園 ―
・安全な遊具をたくさん
・文化ホールと公園でフェス
・すべて芝の広場にしたい

― 新庁舎 ― 

・災害時の避難拠点としてのスペース
・観光案内（市外の人も立ち寄る）
・毎日キッチンカー
・カフェがほしい
・室内で遊べる場所
・行政主体のイベント

― 甲西図書館 ― 

・より憩いの場に
・学習スペース（小さい頃から親しみ
を持てる）
・おしゃれな最先端の図書館
・カフェ
・お茶が飲める休憩所
・蔵書集約して拡張

■ 将来の庁舎について

■ 市の中心拠点としての今後のあり方について

参加者の主な意見
市民ワークショップ

令和６年12月開催
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＜新庁舎整備コンセプト＞

- 13 -



子どもの「やってみたい」と「おもいっきり」でまちを笑顔に

＜テーマ１＞

【 若い世代の意見 】

・ 水遊びエリア
・ 室内で遊べる場所
・ 子どもが遊んだり見学したりできる場所
・ 子どもが入って遊べる噴水
・ 子どもが過ごしやすいキッズスペース
・ 子どもが声を出してもよいスペースをつくる
・ いろんな形のベンチ
・ 広場に噴水があってほしい

子どもがワクワクして思いっきり遊べるインタラクティブな場所

新庁舎から森北公園までの一帯エリアでは、子どもがワクワクして思いっきり遊
べる環境を整備します。

例えば、夏は水遊び、冬は光とミストなどで幻想的な風景を演出することなど、
季節ごとに違う表情を持つ空間により、「親子のひとだまり」を創出します。
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学生の探求がまちを育てる

＜テーマ２＞

・ 待ち時間を有意義に使えるスペースがある（勉強・スポーツ）
・ 学習スペース（小さい頃から親しみをもてる）
・ 学生が自習できる
・ 高校から徒歩圏内なので、たまり場になるようなスペース
・ 中高生が集まることができるスペースがあるとよい
・ 高校生が電車の待ち時間に立ち寄ろうと思える居場所づくり

学生がふらっと立ち寄って自習ができ、湖南市の魅力や課題に出会い探究できる居場所

【 若い世代の意見 】

市民交流スペースには誰もが使える机と椅子が配置され、学生がふらっと立ち
寄れる「知のひとだまり」を創出します。学びの中で湖南市の魅力や課題に出会
い、探究から主体的な行動が生まれていくような好循環を支えます。
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市民の活動スペースが生みだす日常の余韻

＜テーマ３＞

市民と職員のまちづくりの対話空間を設置。掲示板で提示された市政のテーマに対して、
市民が自由にアイデアを伝えることで、職員とのフラットなやりとりから生まれる多様なヒン
トは、まちづくりの財産になります。

乳幼児を持つ子育て世代のための調乳スペース、キッズブロックで子どもが遊べるコーナー
を設置することで、気分転換に安心して子どもを連れて出かけられるママ・パパの居場所と、
世代間の新たな出会いが生まれます。

飲食店や福祉作業所による日替わりのカフェ・物販、 市内企業による自社商品の紹介や職
場情報の発信など、 多様な主体が入れ替わりながら参加することで、 人材のマッチングや地
域資源の発信が自然に生まれる場をつくります。市民がヒト・モノの魅力に触れ、応援し、関わ
ることで、 地域の価値を育み、共に創造する拠点となります。

忙しい日常にほっと一息つける大切な時間を新庁舎で過ごしたいと思える空間

・ 湖南市の企業と市民をつなぐ場所
・ おしゃれなカフェみたいな場所があるとうれしい（おしゃべりしてもいい雰囲気）
・ 仕事やコミュニティが作れる場所になってほしい
・ 誰もが必要とし、実現できる場所 ・ 若い世代と近い職員さんがいてくれる
・ 子どもや子育て世代の親が集まれる場所になってほしい
・ 子どもが安心して遊べるような広場があれば、ママ友も集まりやすいし、情報交換
ができる ・ ディスカッションができる庁舎 ・ 交流スペース

・ 窓口相談以外で行く目的がある ・ 企業支援お試し出店
・ やってみたいを応援エリア ・ フリーで利用できるスペースがある

【 若い世代の意見 】
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非日常のなかの市民活動の舞台

＜テーマ４＞

新庁舎の玄関まわりには大屋根と庇（ひさし）の設置や、開閉式シェードなど
天候や季節に対応できる設備も検討します。天候を問わず快適に利用できる
スペースとして、セレモニーや市民活動の発表、駐車スペースを利用したキッチ
ンカーやイベントブースの設置をイメージします。また、新庁舎と森北公園等の
一体利用によって、湖南市にしかできない市民が誇れる舞台を演出します。

市民が誇る活動の舞台と文化ゾーンが一体となった大規模な空間

【 若い世代の意見 】

・ イベントの開催（週末マルシェ、祭り）
・ 市民が遊びに来れるようなスポットに
・ イベント時の雨天対策として大屋根やテントの設置
・ 屋内イベントができる ・ ランドマークを作る
・ 電源が引けるようにしてほしい ・ キッチンカー
・ だれでもイベントができるスペース
・ 庁舎と文化ゾーンのつながり
・ 駅から近いので、市外から遊びにきてくれると嬉しい
・ イベントが開催できる庁舎がよい
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自然と歩きたくなる周辺歩道

＜テーマ５＞

来庁者が自然と歩きたくなるような、庁舎周辺は歩行者ファーストの空間を
創出します。市民が手入れする四季折々の花木は視覚や香りで楽しませてく
れます。また、歩道にはカラー舗装や距離表示、駐車場には緑地を取り入れる
工夫をすることで、庁舎周辺を健康的に歩くことができる景観をつくります。

庁舎敷地内の通り抜け車両と歩行者との接触リスクを軽減するための検討
や、目的外駐車の防止のためカメラ式の駐車場を設置するなど、周辺歩道の
安全を確保します。

楽しみながら自然と歩きたくなる歩行者ファーストの空間設計

・ 庁舎周辺で安心して運動できる
・ 子どもに優しい駐車場
・ 寄りつきにくいとまず立ち寄ろうと思わないので、車での出入り
のしやすさや見える景色、雰囲気も重要

・ 駅から行きやすいわかりやすい動線
・ 庁舎と公園の間の道路が危ないのでレンガ道などにして車の
スピードを抑 えられるようにしてほしい

・ アクセスしやすい ・ 歩車分離
・ 景観を乱さないナチュラルな外観

【 若い世代の意見 】
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新しい時代に対応できる可変性のある環境

＜テーマ６＞

① 市民が笑顔になれる環境づくり

中央まちづくりセンターが備えていた集会機能の空間を設け、市民活動や交流の
ハブとします。市民のニーズを踏まえ、大人数から少人数（10人以下）までシーンに
合わせ可変性のある空間をつくります。また、市民が気兼ねなく傍聴できるようバ
リアフリー機能を施すことで、市民に開かれた議会を実現します。

庁舎整備基本計画の基本方針より、可変性のあるオフィス環境と多様な働き方を
可能にする設備を導入し、主体的な職員の成長を支え、若い世代に働く場所として
選ばれる職場環境をつくります。

② 庁舎で働くひとが笑顔になれる職場づくり

「つくりすぎない」「つくり込まない」を基本としたレイアウトで、いつの時代も快適で機能的な環境

・ フレキシブルな内装配置、使い方ができるようにしてほしい
・ 福祉の集まりが増える庁舎 ・ すべての人に利用しやすい場所
・ 誰もが必要とし、実現できる場所 ・ 職員のモチベーション
・ 新しい時代に合った構造にできる ・ 時代の変化に対応可
・ 市民が訪れたいと思えるような明るく、これからの湖南市に希望が
もてるような庁舎 ・ バリアフリー ・ すべての市民に優しい庁舎

【 若い世代の意見 】
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新庁舎整備の経過

●市民ワークショップ開催前

東庁舎！今後どうする？！市民アンケート調査

＜令和７年度（今年度）以降＞

＜令和８年１月15日（木）～２月８日（日）＞
市民意見
の聴取

現在の東庁舎は、新庁舎建設予定地（東庁舎南側駐車場）と文化ゾーン（甲西文化ホール・甲西図書館・森北公園）の
間に位置しています。

湖南市庁舎整備基本計画（令和７年３月策定）では、将来の旧庁舎（現東庁舎）のあり方について、以下の３案を検討
対象としています。

（Ａ案）モニュメント的な利活用
（Ｂ案）市民スペースとして利活用
（Ｃ案）解体し平面駐車場として敷地活用」

市ではこれまで、アンケートやワークショップを通して市民の皆さんや市議会との対話を積み重ねてきました。その
対話をもとに、「自然とひとだまりができ、交流が生まれる新庁舎」という新庁舎整備コンセプトを掲げ、新庁舎と文化
ゾーンの一体的な利活用の実現を目指しています。

これらの新庁舎周辺エリアの考え方を踏まえ、今後の旧庁舎（現東庁舎）のあり方を検討する際に、あなたが必要と
する「大切な視点」は何だと考えますか？

３つまで選択してください。（その他（自由記述）は含まない。）

趣旨：東庁舎のあり方を検討するうえで、市民や市に関係する皆さんが大切にする視点の整理

アンケートの設問内容
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東庁舎が 「ある時」 「ない時」
両方の視点で

皆さん考えてみましょう！

その前に！
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東庁舎の概要について

【東庁舎建物概要】
建物名称 湖南市役所東庁舎
所在地 滋賀県湖南市中央1-1 
建築面積 2,145.85㎡
延床面積 5,814.39㎡
規模（階数） 地上5階、塔屋1階
構造種別 鉄筋コンクリート造

一部鉄骨造・鉄骨鉄筋コンクリート
竣工年月 １９７８年（築４８年）

湖南市役所東庁舎
建物劣化調査報告書＜２０２２年１月＞

屋上防水、外壁、建具、内装、設備などの躯体
以外の部位については、経年による更新の時
期を経過しており全面的に更新工事の必要が
あります。

●
甲西文化ホール

●
森北公園

● 甲西図書館

●

新庁舎 水防倉庫●

現在の東庁舎は、新庁舎建設予定地（東庁舎南側駐車場）と文化ゾーン（甲西文化ホール・
甲西図書館・森北公園）の間に位置しています。

東庁舎単体ではなく、文化ゾーンとの一体的な利活用を含めた検討が必要です。

● 東庁舎

庁舎整備コンセプトの
実現を目指します！
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市民アンケート結果と
東庁舎のあり方に関する検証について

＜資料２＞
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東庁舎の現状

錆
汁

4
階
南
側
ベ
ラ
ン
ダ
外
壁

1階西側廊下天井雨漏れ

4階高置水槽内給水管内サビ
高圧洗浄は管が破損する可能性があ

るためできません。
管を更新する場合、壁に埋め込み式

のためコンクリートを掘り削る必要があ
ります。

4階南側ベランダ 露筋
内部の鉄筋が錆びて膨張しコンクリートがひび割れ剥離し強度が低下するリスクがあります。

建物の老朽化の目安となる30年を既に超え老朽化が著しく、外壁タイルの剥落や内壁の剥離、
雨漏れなど、修繕が必要な箇所は内外装の多岐にわたります。
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市民アンケート調査結果（属性）

「東庁舎！今後どうする？！」市民アンケート調査結果

【 回答者（市民等）の属性 】

回答数：８５９人

■実施期間 ： 令和８年１月１５日（木）～２月８日（日）
■調査対象 ： 湖南市在住または在勤・在学の人、市内に事務所や事業所を有する人

131

175

204

188

126

31

4

0 50 100 150 200 250

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

20歳未満

5

59

51

71

62

82

58

55

82

114

58

0 50 100 150

わからない

湖南市外

水戸小学校区

下田小学校区

菩提寺北小学校区

菩提寺小学校区

岩根小学校区

石部南小学校区

石部小学校区

三雲小学校区

三雲東小学校区

男性

45%
女性

52%

当てはまらない/未回答

3%

＜性別＞
＜小学校区別＞

＜年代別＞
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市御南ケート調査結果（回答割合）

「東庁舎！今後どうする？！」市民アンケート調査結果

【設問】
新庁舎周辺エリアの考え方を踏まえ、今後の旧庁舎（現東庁舎）のあり方を検討する際に、

あなたが必要とする「大切な視点」は何だと考えますか？（３つまで選択可）

「東
庁
舎
の
今
後
」を
検
討
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
視
点
と
し
て
、

「安
全
性
」「防
災
性
」「経
済
性
」「持
続
可
能
性
」「利
便
性
」

が
高
い
割
合
で
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

34％ （295件）

38％ （328件）

42％ （361件）

41％ （349件）

12％ （99件）

5％ （44件）

32％ (271件)

28％ （244件）

12％ （105件）

12％ （99件）

5％ （40件）

12％ （100件）

3％ （22件）

1％ （7件）

1％ (6件）

【 回答者の割合 】

【
回
答
先
の
選
択
肢

（大
切
な
視
点
）
】

安全性 安全性（耐震性や老朽化への対応）を最優先にしてほしい

防災性 災害時の拠点としての役割を強化してほしい

経済性 税金の使い方として、費用対効果をしっかり見極めてほしい

持続可能性

将来の負担が少ない方法を選んでほしい

民間活力や地域資源を生かした柔軟な活用を考えてほしい

環境への配慮（解体による廃棄物削減や省エネ改修など）を重視してほしい

利便性

駐車スペースの確保やヒト・車の導線を含めて考えてほしい

市民が利用しやすい施設として、活用の可能性を考えてほしい

地域のにぎわいや交流の場として活かしてほしい

使われなくなった場合の跡地の活用方法も含めて考えてほしい

景観 新しい庁舎とのつながりやまちの景観との調和を考えてほしい

未来志向 地域の子どもたちや若者が誇れるような活用方法を考えてほしい

継承 思い出や歴史を大切にし、何らかの形で記憶を残してほしい

特にこだわりはない

わからない

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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東庁舎が

ある時

市民アンケート調査の結果を踏まえて検証しました！

東庁舎が

ない時

＜検証＞

安全性

＜検証＞

防災性

＜検証＞

経済性
＜検証＞

持続
可能性

＜検証＞

利便性
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メリハリをつけるために、
東庁舎のあり方検討の「大切な視点」ごとに、
東庁舎が「ある時」と「ない時」で相対評価をしています。
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＜検証＞

安全性
①

＜耐震壁工法＞ ＜制震工法＞ ＜免震工法＞

安全性（耐震性や老朽化への対応）を最優先にしてほしい

大地震では内装の損傷や什器・設備

等が倒れ二次被害のリスク
がある。建物自体には被害が少ない
が、二次災害が起きるため、事業を
継続的に行えなくなる可能性が高い。

【市民の選択割合 34 ％】

出典：湖南市庁舎整備基本計画＜令和７年３月策定＞

大地震でも建物の被害はほとんど
なく、建物内部の被害を防ぐことが
できる。

３つの耐震改修工法の中で最も
二次被害が少なく、地震後

も執務室等に影響がないため事業
を継続して行える。

【東庁舎を残して耐震改修する場合】

耐震壁工法よりも建物内部の被害
は少ないものの、免震工法より被害
のリスクが高く、什器等を金具で固
定するなどの対策は必要である。

二次被害の可能性が高
いため、事業を継続して行えなく

なる可能性がある。

激しく揺れる
地震力に耐える

揺れを少なくする
地震力を低減 ゆっくりと平行に揺れる

地震力が建物に伝わりにくい

耐震壁

耐震壁

耐震壁

耐震壁

地震動

制震装置 制震装置

制震装置

地震動 地震動

ピット
免震装置
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＜検証＞

防災性
①

＜耐震壁工法＞ ＜制震工法＞ ＜免震工法＞

災害時の拠点として役割を強化してほしい

【市民の選択割合 38 ％】

IS値0.75までの補強

出典：湖南市庁舎整備基本計画＜令和７年３月策定＞

構造体の損害がほとんどな

く、建物の継続使用が
可能。

防災拠点機能としては耐震性能が不足

構造体の部分的損害が拡大
し、耐震低下した建物の継

続使用は人命損失の危
険性が生じてくる。

構造体の損害が拡大し、耐力
低下した建物の継続使用は、

人命損失の危険性が高
くなる。

大
き
な
余
震
が
繰
り
返
し

発
生
し
た
場
合

【東庁舎を残して耐震改修する場合】

激しく揺れる
地震力に耐える

揺れを少なくする
地震力を低減 ゆっくりと平行に揺れる

地震力が建物に伝わりにくい

耐震壁

耐震壁

耐震壁

耐震壁

地震動

制震装置 制震装置

制震装置

地震動 地震動

ピット
免震装置

- 30 -



防災広場として活用できる

■ 防災広場の用途
・ 一時避難場所
・ 救援物資の集積・配布拠点
・ 仮設トイレ・炊き出しスペース
・ 自衛隊・医療チーム等の活動拠点 など

出典：湖南市複合庁舎整備実施設計＜令和２年３月策定＞

＜検証＞

安全性
②

＜検証＞

防災性
②

建
物
が
な
い
た
め
、
二
次
被
害
は
起
こ
り
得
な
い

【除却した場合】

除却した場合の
全体の防災広場エリア
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＜検証＞

経済性
税金の使い方として、費用対効果をしっかり見極めてほしい

【市民の選択割合 42 ％】

工事費 維持管理費 将来負担
工期

（着工：R１１以降）
耐震
性能

執務室への
影響

環境への
配慮

東
庁
舎
を
残
し
て
耐
震
改
修
す
る
場
合

耐震壁工法 20.8億円

必要

30年後
除却が必要

５．８億円

除却後に、
跡地の利活用を検討

３つの耐震改修工法の
中では１番短い

除却時も含め、
環境負荷への
対策を念頭に
実施します。

ただし、
省エネ改修を
する場合は、
工事費に含ま
れていないた
め、別途コスト
がかかります。

制震工法 25.6億円
耐震壁補強と比べると

少し長い

免震工法 32.1億円
３つの耐震改修工法の

中で最も長い

除却 5.8億円 不要 不要 最も短い （除却） （除却）

【工法別評価】 東庁舎の一部を残して使う場合は、
工事費・工期等に影響する

持続
可能性
①

環境への配慮（解体による廃棄物削減や省エネ改修など）を重視してほしい。

【市民の選択割合 5 ％】

出典：湖南市庁舎整備計画検討委員会（第３回）資料
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● 東庁舎の耐震改修後における建築物の耐用年数（目標耐用年数）は、７５年（※）と算定して
います。

【東庁舎を残して耐震改修する場合】

＜検証＞
持続
可能性
②

将来の負担が少ない方法を選んでほしい

【市民の選択割合 41 ％】

● 物価高騰で工事費が増加する可能性が高い。 ⇒ 年４％程度の上昇率

１９７８年
東庁舎開庁

２０５４年
東庁舎除却

２０２６年
現在４８年経過

使用期間
23年

● 耐震改修後の供用開始時期を２０３１年とした場合、東庁舎の使用期間は２３年となります。

新庁舎完成後
改修工事

※ 算定根拠：建築物の耐久計画に関する考え方（日本建築学会）
ただし、建築物の性能を著しく上げる改修をする場合は、さらに期間を延ばすことも可能ですが、費用がかかります。

出典：湖南市庁舎整備計画検討委員会（第３回）資料
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民間活力や地域資源を生かした柔軟な活用を検討してほしい

【市民の選択割合 12 ％】

出典：議員全員協議会資料＜令和７年12月18日（木）＞

＜検証＞
持続
可能性
③ｰ１

【ヒアリング項目】
・ 東庁舎周辺エリア一帯の魅力およびポテンシャルについて
・ 集客（市内外含む）見込み、ターゲット層について
・ ハード整備および施設管理運営に関する手法とその資金調達策について
・ 現庁舎の利活用の可能性および利活用方法について

事業名「（仮称）湖南市東庁舎周辺整備にぎわい創出事業」

参加事業者：９者（コンサル・設計・建設業者）

＜国土交通省主催＞
令和7年度 官民連携事業の推進のための
地方ブロックプラットフォームにおけるサウンディング（官民対話）

東庁舎周辺施設の一体整備に関する課題等を踏まえ民間事業者にヒアリングを実施
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改修コストや維持管理費がかかり除却した方が良い。
駐車場機能が不足しているので、除却してゆとりのある空間と

して活用する。

主な提案内容
（令和７年11月21日（金） サウンディング実施）

＜検証＞
持続
可能性
③ｰ２

出典：議員全員協議会資料＜令和７年12月18日（木）＞

すべての参加事業者から
除却すべきとの意見
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＜検証＞

利便性
①ｰ１ 駐車スペースの確保やヒト・車の動線を含めて考えてほしい

【市民の選択割合 32 ％】

東庁舎周辺施設の一体整備やヒト・車の動線の考え方については、下図の矢印のとおりです。

＜東庁舎がある時＞ ＜東庁舎がない時＞

文化エリアと
連続する賑わい東庁舎との連携
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＜検証＞

利便性
①ｰ２ 駐車スペースの確保やヒト・車の動線を含めて考えてほしい

【市民の選択割合 32 ％】
＜東庁舎がある時＞

駐車場収容台数：６０台

駐車場
８台

図面の の方向から見た
東庁舎南側の玄関付近

歩行者動線

車両動線

巡回バス動線

- 37 -



＜検証＞

利便性
①ｰ３ 駐車スペースの確保やヒト・車の動線を含めて考えてほしい

【市民の選択割合 32 ％】
＜東庁舎がない時＞

駐車場収容台数：２５５台

水防倉庫

●

図面の の方向から見た
東庁舎南側の玄関付近

歩行者動線

車両動線

巡回バス動線
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＜検証＞
利便性

【参考】 東庁舎がない時

【課題】
新庁舎に行政機能が集約化されることにより、

保健センター・西庁舎の職員・公用車が増える。

⇒必要駐車台数 ： ５００台～６００台
うち職員駐車場台数：約330台（令和７年度）

新庁舎

水防倉庫

立体
駐車場
５層６段

立体駐車場
402台

平面駐車場
７２台減

＜検証＞
景観

【経済性・利便性・景観の視点から検討】
・ 駐車場不足の解消策として、立体駐車場を検討することができます。
・ ５層６段の立体駐車場整備で概算費用１３．５億円程度かかります。
・ 東庁舎周辺施設の一体性や景観の視点から検討することも必要です。

＜検証＞
経済性

立体
駐車場
５層６段

立体
駐車場

森北公園

新庁舎

■森北公園（北側）から見た場合

駐車場収容台数：585台
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市民アンケート調査の結果では、回答者の割合は少数でしたが
「景観」「継承」も大切な視点です！

＜検証＞

安全性

＜検証＞

防災性

＜検証＞

経済性

＜検証＞

利便性

＜検証＞

景観
＜検証＞

継承

東庁舎が

ある時
東庁舎が

ない時

- 40 -



＜検証＞

景観
①ｰ１ 新しい庁舎とのつながりやまちの景観との調和を考えてほしい

【市民の選択割合 5 ％】

＜東庁舎がある時＞
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＜検証＞

景観
①ｰ２ 新しい庁舎とのつながりやまちの景観との調和を考えてほしい

【市民の選択割合 5 ％】

＜東庁舎がない時＞
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＜検証＞

継承

ア
ー
チ
屋
根
側
面
レ
ン
ガ
壁

階段のステンドグラス

思い出や歴史を大切にし、何らかの形で記憶を残してほしい

【市民の選択割合 3 ％】

出典：湖南市庁舎整備基本計画＜令和７年３月策定＞

【活
用
対
象
（例
）】

大理石（柱・床）

ドーム型庁舎

東庁舎の一部を新庁舎に活用したり、モニュメント的な利活用は可能ですが費用がかかります。
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市民の皆さんの意見を取り入れた庁舎整備コンセプトを
このワークショップでさらに磨き上げましょう！

利便性
②

市民が利用しやすい施設として、活用の可能性を考えてほしい

【市民の選択割合 28 ％】

地域のにぎわいや交流の場として活かしてほしい

【市民の選択割合 12 ％】

使われなくなった場合の跡地の活用方法も含めて考えてほしい

【市民の選択割合 12 ％】

未来
志向
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検討資料の内容から、
「新たな気づき」 や「視点の変化」について

皆さん考えてみましょう！
よろしくお願いします！
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